
国民年金第３号被保険者制度等に関する検討会 

開催要綱 

 

１．趣旨  

働き方が多様化する中で、国民年金第３号被保険者（以下「第３号被保険者」という。）

制度に対する評価は様々である。社会経済の変化を踏まえた年金制度の機能強化のため

の国民年金法等の一部を改正する等の法律（令和７年法律第 74 号）の附則においては、

「第三号被保険者（略）の在り方について国民的な議論が必要であるという認識の下、そ

の議論に資するような第三号被保険者の実情に関する調査研究を行い、その在り方につ

いて検討を行うものとする」とされた。また、「経済財政運営と改革の基本方針 2026」（令

和８年７月 21日閣議決定）において、「連立政権合意書に盛り込まれた 13の社会保障改

革項目について合意された具体的な骨子に基づき、2026 年度中に具体的な制度設計を行

い、順次実行する」とされた。 

こうした背景のもと、第３号被保険者制度等について、厚生労働省年金局長の招集に

より、関連分野の有識者や労働者・使用者団体等からなる検討会を開催する。 

 

２．検討事項 

第３号被保険者制度及び関連する制度について検討を行う。 

 

３．構成員 

（１）構成員は別紙のとおりとする。 

（２）検討会の座長は、構成員の互選により選出するものとする。 

 

４．運営 

（１）本検討会は、厚生労働省年金局長が構成員の招集を求めて開催することとし、必要

に応じて保険局がオブザーバーとして出席する。 

（２）本検討会においては、座長の判断により、構成員以外の関係者の出席を求め、意見

を聴取することができる。 

（３）本検討会の庶務は、厚生労働省年金局年金課において行う。 

（４）本検討会は原則公開とする。ただし、公開することにより個人等に不利益を及ぼす

おそれがあるなど、特段の事情がある場合には、座長の判断により非公開とすること

ができる。なお、非公開とする場合はその理由を明示するとともに、座長の認める範

囲において、議事要旨並びに会議資料を公開する。 

（５）この要綱に定めるもののほか、本検討会の運営に関して必要な事項は、本検討会に

おいて定める。  
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